
第34回 日本生活科・総合的学習教育学会 全国大会 山形大会 

日本生活科・総合的学習教育学会 会長 中野 真志 

第34回全国大会 山形大会    会長 江間 史明 
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＜事前企画 6月27日（金）午後＞ 

山形県立山形東高等学校・山形県立山形中央高等学校での「総合的な探究の時間」授業公開 

＜第1日目 6月28日（土）＞ 

 8:30   9：00             12：00           13：30                  16：40  16：50         17：40  18：10             18：40 
 
 
 
 
 
 
 
＜第２日目 6月29日（日）＞ 
8:30  8:45                10：25 10：35                                              12：40     

 
 
 
 
 
 

日本生活科・総合的学習教育学会 

 

山形市教育委員会    天童市教育委員会 山形県私立幼稚園・認定こども園協会 

山形県小・中学校教育研究会        

    山形県高等学校教育研究会  

   山形市小学校教育研究会 

山形市中学校教育研究会  山形大学 

大会テーマ 

「自律し，夢中になる学習者」を育てる 

～「学ぶ・暮らす・遊ぶ・働く」の視点から～ 

 

問い合わせ先： 実行委員長 
 山形大学 野口 徹 
   noguchi@e.yamagata-u.ac.jp 

令和7年6月28日（土），6月29日（日） 山形市 

山形大会ホームページ 

（予定含む） 



 

大会参加費 4 月下旬より大会 HP から申込を開始予定 

（事前申込）一般 4,000 円 学生 2,500 円 懇親会 7,000円 

  (当日参加) 一般・学生ともに 4,500 円 

６/28(初日)授業公開＆シンポジウム 
公開園＝山形大学附属幼稚園・認定こども園大谷幼稚園 
公開校＝山形大学附属小学校・山形市立第四小学校 

山形大学附属中学校 
山形県立山形東高校・山形県立山形中央高校 

シンポジウム会場＝山形市中央公民館ホール 
今大会は、初日の午前中に授業公開。そして、午後にシンポジウムを行います。     
各園・校は大会テーマである『自律し、夢中になる学習者』が現れることを目指します。  
シンポジウムでは、これらの実践を受けて、『自律し、夢中になる学習者』を育てるために
「学ぶ・暮らす・遊ぶ・働く」の視点から今後の生活・総合のあり方について 
ホールの参加者全員で熱く議論していきます。 

６/29(二日目)自由研究発表 会場：山形大学小白川キャンパス 
発表時間は、 

〇発表 １５分以内 〇質疑応答 １０ 分 （ １発表 ２５分） です  

６/29(二日目)課題別研究発表 会場：山形大学小白川キャンパス 

分科会 テ ー マ 

１ 
【ICT 活用】 

探究の DXをめざして〜どんな力が育つのか，育てて行けばよいのか〜 

２ 
【幼保小の架け橋プログラムの開発・実践】架け橋期のカリキュラムの編成・実施に   

おいて、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」との関連をどのように考慮すればよいか 

３ 
【生活科】 

生活科における個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 

４ 
【生活科から総合的な学習の時間への系統性】 

地域や社会と協働して進める授業づくり・学校づくり 

５ 
【チームでつくる生活科・総合】 

カリキュラムリーダーは、どのようにして探究的な学びに満ちた学校文化を持続可能にするか 

６ 
【総合的な探究の時間】 

探究する「問い」を他者との対話で深め、自分事としていく取り組みをどのように構築していくか。 

７ 
【教員養成・教師教育】 

教員養成課程において「総合的な学習（探究）の時間」をどのように教えるか 

８ 
【開催地枠】 

山形発 次期学習指導要領先取り実践 ～個人テーマ総合・チームテーマ総合～ 
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